
年度 2007  学期 前期 曜日・校時   水１/水３       必修選択 選択 単位数  ２ 

授業科目/(英語名) 日本語Ⅱ 
（Advanced JapaneseⅡ） 

対象年次  1 年次 講義形態  演習 教室  229 

対象学生(クラス等)      留学生 科目分類  留学生用科目 

担当教員(科目責任者) / E メールアドレス/研究室/TEL/オフィスアワー 
担当教員： 永井智香子 /Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ： nagai@nagasaki-u.ac.jp   /研究室：2239           
/オフィスアワー：水曜 ４限・５限 

担当教員(オム
ニバス科目等) 

 
 

授業のねらい/授業方法（学習指導法）/授業到達目標  
授業のねらい： 
読む、書く、聞く、話す、４つの技能の運用能力の向上を目指す 
 
授業方法： 
教科書にそって授業を進め、適宜、小テストと宿題をかす 
 
授業到達目標： 
学習者一人一人が授業を通じて、自分の日本語力の向上が自覚できる 
 

授業内容(概要) /授業内容(毎週毎の授業内容を含む)    
授業内容（概要） 
 テキストにそって授業をすすめる。テキストは全部で１０ユニットからなる。1 ユニット終わるごとに小テストを実施する。 
  
 
第１回 
第２回 
第３回 
第４回 
第５回 
第６回      テキストは全部で１０ユニットからなる。基本的には３コマで１ユニット進む。1 コマ目に読解、２コマ目に 
第７回      読解内容の確認、３コマ目に重要表現を勉強する。１ユニット終わる度に小テストを実施する。最後に期 
第８回      末テストを実施する。テキストの中の文法・語彙練習は基本的には宿題とする。 
第９回 
第１０回 
第１１回 
第１２回 
第１３回 
第１４回  
第１５回     
 
 
 
 
 

キーワード  
教科書・教材・参考書 
 
 
 

『中級から上級への日本語』(The Japan Times) 
 
 
 

成績評価の方法・基
準等 

宿題 20％、小テスト 30％、期末テスト 25％(１５回目に実施)、クラスへの参加度 25％ 
 
 
 
 

受講要件(履修条件) 4 月に留学生センターが実施するプレースメントテストにおいて、このクラスの履修をすすめられたも
の。 
テキストを必ず購入すること 

本科目の位置づけ 

/学習・教育目標 

 
 

備考(準備学習等)  
 

 


